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（様式１） 

大阪市立阪南中学校 令和６年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 

現状と課題 

・全国学力・学習状況調査結果（全国平均比）  

   R1   国語 ＋2.2P      数学 ＋8.2P     英語 ＋8.0P 

   R2   実施中止 

R3   国語 ＋4.4P      数学 ＋6.8P 

R4   国語 ＋4P       数学 ＋8.6P 

     R5   国語 ＋6.2P      数学 ＋4P            英語 ＋8.4P 

 

・「学校の授業はわかりやすい」に肯定的な回答をする生徒の割合 

   R1  89.0％   R2  89.0％   R3  94.0％    R4  89.0％   

 

・１日当たりの学習時間 

   H29 ２時間以上  54.8%   30 分以下 15.5% 

   H30～  アンケート項目なし 

R3   ２時間以上  53.1%   30 分以下  9.1% 

R4   ２時間以上  49.6%   30 分以下  13.1% 

R5   ２時間以上  51.1%   30 分以下  15.3% 

  課題のある生徒はあるものの、家庭学習の習慣は概ね定着している。 

  現状に甘んじることなく、数学科における論理的思考能力や国語科における読解力・  

表現力等の向上を図るなど、習熟度レベルの上位層のさらなる伸長を目ざすとともに、

下位層の底上げを図っていくことが課題である。 

 

・「学校の規則を守っていますか」に肯定的な回答をする生徒の割合 

   R1 98.4％  R2 96.1％  R3 97.0％  R4  98％    R5  97％ 

 「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に肯定的な回答をする生徒の割合 

   R1 93.9％  R2 95.0％    R3 96.0％  R4 96％  R5  97％ 

 「自分にはよいところがありますか」に肯定的な回答をする生徒の割合 

   R1 77.2％  R2 77.3％    R3 81.0％  R4 80％  R5  88％ 

 「将来の夢や目標を持っていますか」に肯定的な回答をする生徒の割合 

   R1 71.6％  R2 76.0％    R3 75.0％  R4 73％  R5  80％ 

  

・不登校生徒の在籍比 

   R1  4.3％    R2  6.5％    R3  8.1％  R4 6.9％    R5 7.2％ 

 子どもサポートネットを定期に実施している。ＳＣ、ＳＳＷ等と連携し、不登校生を減ら

す取組を推進している。 

 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査 体力合計点の結果（全国平均比） 

 男子 R1 39.26（－2.43） R3 42.08（＋0.90） R4 39.37（－1.67） R5 44.56（＋3.24） 

 女子 R1 48.74（－2.43） R3 48.99（＋0.40） R4 45.59（－1.83） R5 44.98（＋2.24） 

       ＊R2 実施中止 
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中期目標 

【安全・安心な教育環境の実現】  

○令和７年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思

いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を１００％にする。 

R5 97％ 

○令和７年度末の校内調査において、不登校生徒の割合を前年度より減少させる。 

○令和７年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

           R1  在籍 752 人  不登校生徒 32 人    不登校生徒率 4.3％                      

R2  在籍 734 人  不登校生徒 48 人    不登校生徒率 6.5％ 

R3  在籍 715 人  不登校生徒 58 人    不登校生徒率 8.1％ 

R4  在籍 783 人  不登校生徒 54 人    不登校生徒率 6.9％ 

R5  在籍 809 人  不登校生徒 59 人    不登校生徒率 7.2％ 

○令和 7 年度末の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定

的に回答する生徒の割合を９５％以上にする。     R4 91％   R5  96％ 

○令和 7 年度末の校内調査における「自分にはよいところがあると思いますか」に対して、

肯定的に回答する生徒の割合を８３％以上にする。 R4  80％   R5  88％ 

  

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○令和 7 年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答

する生徒の割合を９５％にする。   R4 87％   R5  96％ 

○令和７年度の全国学力・学習状況調査における平均正答率を、すべてにおいて全国平均と

の差を＋５.０ｐｔ以上にする。   R5 国＋6.2pt  数＋4pt  英＋8.4pt 

○令和７年度の中学校チャレンジテストにおける標準化得点を、令和３年度より向上させる。 

○令和７年度の大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する

中学３年生の割合（４技能）を６０%以上にする。   R5 63％ 

○令和 7 年度末の校内調査における「運動（体「思う」と回答する生徒の割合を８０％以上

にする。               R4 73％  R5 79％ 

○規を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な則

正しい生活を身につけている生徒（全国学力・学習状況調査の①「朝食を毎日食べていま

すか」②「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」③「毎日、同じくらいの時刻に起き

ていますか」それぞれに対して、肯定的な回答をする生徒の割合）を９０％以上にする 

R5 ①90.5%  ②74.9%  ③87.9% 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

○令和 7 年度末の校内調査における「日々の学校生活の中で学習者用端末を活用している」

に対して、「ほぼ毎日」と回答する生徒の割合を１００％にする。 

○ゆとりの日については、週１回以上設定する。学校閉庁日については、夏季休業期間中は

３日以上、冬季休業期間中は１日以上設定する。 

○令和 7 年度末の校内調査における「読書に親しんでいますか」に対して、肯定的に回答す

る生徒の割合を７０％にする。     R4 70％  R5  87％ 

○令和 7 年度末の校内調査における「学校は保護者からの悩みや相談に誠実に対応してくれ

ますか」に対して、肯定的に回答する保護者の割合を９５％以上にする。  

R4 93％  R5  86％ 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

【安全・安心な教育環境の実現】 

○年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います

か」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を１００％にする。 

○年度末の校内調査における「いじめや嫌がらせを、しない・させない・認めないようにし

ている」の項目について肯定的な回答をする生徒の割合を１００％にする。  

 

○年度末の校内調査において、不登校生徒の割合を前年度より減少させる。 

○年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

○年度末の校内調査において、不登校生徒の割合を５％以下にする。 

R1  在籍 752 人  不登校生徒 32 人    不登校生徒率 4.3％                      

R2  在籍 734 人  不登校生徒 48 人    不登校生徒率 6.5％ 

R3  在籍 715 人  不登校生徒 58 人    不登校生徒率 8.1％ 

R4 在籍 783 人  不登校生徒 54 人    不登校生徒率 6.9％ 

R5  在籍 809 人  不登校生徒 59 人    不登校生徒率 7.2％ 

 

○年度末の校内調査における「学校生活は楽しくて充実していますか」に対して、肯定的に

回答する生徒の割合を９５％以上にする。  R4 91％   R5  96％ 

○年度末の校内調査における「自分にはよいところがあると思いますか」に対して、肯定的

に回答する生徒の割合を８３％以上にする。 R4 80％ R5  88％ 

○アフターコロナで不安定な状態が続く中、多くの生徒や保護者が不安からくるストレスを

抱えていると考えられ、教育相談等のカウンセリングなどを通じての関わりに重きを置く。 

○感染症のウイルスにより、学級閉鎖・学校休業などの集団感染（クラスター）源とならな

いように日頃からの安全衛生面で意識の高い学校づくりを強く推進する。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生

徒の割合を９５％以上、かつ前年度より増加させる。             R5  96％ 

○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団におい

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より２ポイント向上させる。 

75 期生（現 3 年生）  R5  国語 7.6pt   数学  6.5pt 

〃             R4  国語 6.2pt   数学  8.1pt 

76 期生（現 2 年生） R5  国語 5.4pt   数学  8.8pt 

R4  国語 5.8pt   数学 6.3pt 

○大阪市英語力調査における CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４

技能）を６０％以上にする。               R5  63％ 

○年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

ですか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を８０％以上にする。 

R5  79％ 

○規則正しい生活を身につけている生徒（全国学力・学習状況調査の「朝食を毎日食べてい

ますか」「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起きてい

ますか」それぞれに対して、肯定的な回答をする生徒の割合）を９０％以上にする。 

R5  83.8％ 
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○年度末の校内調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答をする生徒の割合

を前年度より増加させる。                 R4  87％    R5  96％ 

○全国体力・運動能力調査における体力合計点を昨年度より向上させる。   

  R4 男子 39.37  女子 45.59      R5 男子 44.56  女子 44.98 

○アフターコロナで不安定な状態が続く中、進路に向けた情報収集、提供を的確に生徒・保

護者に行ない不安を解消することに全力を尽くす。 

（ 授業日の設定、総合の時間の活用、阪南タイムの有効活用 ） 

○アフターコロナの影響で、予定していた行事の時期や内容を変更する場合も、できる限り

行事は実施する。 

○中学生の時期は精神面・体力面で著しい成長期でもあるので、ＰＢＳを強く推進し、精神

面はもちろん、体力面でも積極的肯定的支援をしていく。 

○年度末の校内調査における「健康について自己管理ができている」に対する肯定的な回答

の割合を８８％以上にする。             R4  89％   R5  93％ 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

○授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の８０％

にする。（ただし、事務局が定める学校行事ＩＣＴ活用が適さない日数を除く） 

 

○第２期「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教職員の勤務時間の上限に関する基

準２「１年間の時間外勤務時間が７２０時間を超えない(６０ｈ／月)」「１か月の時間外勤

務時間が４５時間を超える月を１年間に６月まで」「１か月の時間外勤務時間が１００時間

を超えない」「連続する複数月(２か月、３か月、４か月、５か月、６か月)のそれぞれの期

間について、時間外勤務時間の１か月当たりの平均が８０時間を超えない」を満たす教職

員の割合を２０％以上にする。 

○年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を９０％以上にする。 

 

○ゆとりの日については、週１回以上設定する。学校閉庁日については、夏季休業期間中は

３日以上、冬季休業期間中は１日以上設定する。 

○年度末の校内調査における「読書に親しんでいますか」に対して、肯定的に回答する生徒

の割合を７０％以上にする。          R4  70％     R5  87％ 

○年度末の校内調査における「学校は保護者からの悩みや相談に誠実に対応してくれますか」

に対して、肯定的に回答する保護者の割合を９５％以上にする。 

                   R4  93％   R5  86％ 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

・本校の課題である不登校生への支援として、本年度は別室における学習補助を、生活指導

支援員とスクールサポートスタッフが通年対応した。さらに、別室にオンライン授業を配信

し、学習保障を行うことができた。今後は、セキュリティ対策の課題を乗り越えながら、配

また、スクールソーシャルワーカー（SSW）やスクールカウンセラー（SC）、フリースクール、

教育支援センター、こども相談センー教育相談サテライト、こども自立アシスト、区役所子

育て支援、子どもサポートネット、ケースワーカー、デイサービス、校区小学校などと、今

後も連携を深め、当該生徒を系統的に支援していく。生徒指導主事の先導により、校 
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（様式２） 

大阪市立阪南中学校 令和６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

     Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

 

年度目標 
達成 

状況 

【安全・安心な教育環境の実現】 

○年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ

と思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を１０

０％にする。 

○年度末の校内調査における「いじめや嫌がらせを、しない・させない・許さな

いようにしている」の項目について肯定的な回答をする生徒の割合を１００％

にする。  

 

○年度末の校内調査において、不登校生徒の割合を毎年前年度より減少させる。 

○年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

○年度末の校内調査において、不登校生徒の割合を５％以下にする。 

R1  在籍 752 人  不登校生徒 32 人    不登校生徒率 4.3％                      

R2  在籍 734 人  不登校生徒 48 人    不登校生徒率 6.5％ 

R3  在籍 715 人  不登校生徒 58 人    不登校生徒率 8.1％ 

R4 在籍 783 人  不登校生徒 54 人    不登校生徒率 6.9％ 

R5  在籍 809 人  不登校生徒 59 人    不登校生徒率 7.2％ 

○年度末の校内調査における「学校生活は楽しくて充実していますか」に対して、

肯定的に回答する生徒の割合を９５％以上にする。  

R4 91％   R5  96％ 

○年度末の校内調査における「自分にはよいところがあると思いますか」に対し

て、肯定的に回答する生徒の割合を８３％以上にする。  

R4 80％   R5  88％ 

○アフターコロナで不安定な状態が続く中、多くの生徒や保護者が不安からくる

ストレスを抱えていると考えられ、教育相談等のカウンセリングなどを通じて

の関わりに重きを置く。 

○感染症のウイルスにより、学級閉鎖・学校休業などの集団感染（クラスター）

源とならないように日頃からの安全衛生面で意識の高い学校づくりを強く推進

する。 

○保護者アンケートにおける「学校は情報公開をよく行っている」の項目につい

て肯定的な回答をする保護者の割合を９６％以上にする。 R4 95％   R5  93％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を見る指標 
進捗 

状況 

取組内容１【施策１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 生徒に寄り添う指導を行い生徒理解に努め、家庭との連携・協力を進める。 

 

 

 

 A 
指標 

・半期に１回、教育相談週間を設ける。 

・学期に１回、「いじめアンケート」を実施する。 

・生活指導代表者会議を週に１回実施し、情報の共有を図る。 

取組内容２【施策１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 不登校や虐待に関する生徒の状況を的確に把握し、SC・SSW 等と連携し、個々

の生徒に応じた適切な支援を行う。 

 

 

 

 

   B 
・子どもサポートネットとの連携を築き有効なシステムにする。 

・スクリーニング会議にてきめ細かい情報交換を進める。 

・生徒理解・教育支援シートを 100％活用する。 

・月 1 回不登校対策委員会を開催し、情報の共有を図る。 

・生徒の家庭での様子を把握するために保護者アンケートを年 2 回実施する。 

取組内容３【施策１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 教職員・生徒が一体となって衛生管理に努め、アレルギー対応や特に感染症流

行期に適切な対応をとれるよう準備する。 

 

 

 

 

   B 
指標 

・保健だよりや学校ＨＰを通じて感染症流行時期前には学校と家庭の双方で特に

日々の消毒や手洗い等の衛生管理を徹底する。 

・教職員全員でアレルギー対応について全員が少なくとも 1 度は実技研修を受け

るように校内実践し、万一の際にも冷静に適切な対応がとれる組織を作る。 

・配膳員とも連携し、安全な学校給食を心がけ、個別食対応や生徒への衛生指導

などを徹底し、異物混入事案を０にする。 

取組内容４【施策２ 豊かな心の育成】 

 道徳の時間を要として、教育活動全体で道徳教育を推進するとともに、生徒の

心を育てる取り組みを進めるために、教員の指導力の向上を図り、教員研修を

2 回は実施し、指導方法の工夫・改善に取り組む。ＰＢＳの推進する。 

 

 

 

 

   B 指標 

・週に１回、「振り返りシート」を用いて、生徒の様子を把握する。 

・道徳の授業研究を伴う校内研修を年に２回以上行う。 

・人権教育に関する取組を年間３回以上、実施する。 

・生徒の意識調査として生徒アンケートを年２回実施する。 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容１に 

次年度への改善点 
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大阪市立阪南中学校 令和６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

     Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

 

年度目標 
達成 

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができますか」に対して、最も肯定的な

「思う」と回答する生徒の割合を９５％にする。 

○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母

集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より２ポイント向上させ

る。      75 期生（現 3 年生）  R5  国語 7.6pt   数学  6.5pt 

〃       R4  国語 6.2pt   数学  8.1pt 

76 期生（現 2 年生） R5  国語 5.4pt   数学  8.8pt 

R4  国語 5.8pt   数学 6.3pt  

○年度大阪市英語力調査における CEFR A1 レベル相当以上の英語力を有する中学

３年生の割合（４技能）を６０%以上にする。    R5  63％ 

○年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする

ことは好きですか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を

８０％以上にする。                           R5  79％ 

○規則正しい生活を身につけている生徒（全国学力・学習状況調査の①「朝食を

毎日食べていますか」②「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」③「毎日、

同じくらいの時刻に起きていますか」それぞれに対して、肯定的な回答をする

生徒の割合）を９０％以上にする。     R5 ①90.5%  ②74.9%  ③87.9% 

○年度末の校内調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に

回答をする生徒の割合を前年度より増加させる。 R4  87％  R5  96％ 

○全国体力・運動能力調査における体力合計点を昨年度より向上させる。          

R4 男子 39.37％ 女子 45.59％    R5 男子 44.56  女子 44.98 

○アフターコロナで不安定な状態が続く中、進路に向けた情報収集、提供を的確

に生徒・保護者に行ない不安を解消することに全力を尽くす。 

（授業日の設定、総合の時間の活用、阪南タイムの有効活用） 

○予定していた行事を時期と内容を変更し、学校生活への影響を少なくするよう

に精選する。 

○中学生の時期は精神面・体力面で著しい成長期でもあるので、部活動の活動停

止期間がもたらすマイナス面が大きいととらえて、ＰＢＳを強く推進し、精神

面はもちろん、体力面でも保健体育の授業を複数教員で対応し積極的肯定的支

援をしていく。 

○年度末の校内調査における「健康について自己管理ができている」に対する肯

定的な回答の割合を８８％以上にする。       R4 89％    R5  93％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を見る指標 
進捗 

状況 

取組内容１【施策４ 誰一人取り残さない学力向上の取組】 

 行事・時間割を精選し授業時数の確保を図る。その上で生徒保護者の学習面で

の不安やストレスを解消する。 

 

 

 

 

  B 
指標 

・１・２年生は可能な限り今年度中に履修範囲を補う。 

・３年生については進路指導の観点から常に新しい情報を学校ＨＰや通信を活用

して生徒・保護者に的確に提供して不安を払しょくする。アンケートで「学校

は生徒や保護者に学年に応じた適切な進路情報を提供している」の肯定的割合

を９０％以上にする。             R4 84％    R5  93％ 

取組内容２【施策４ 誰一人取り残さない学力向上の取組】 

 各教科において生徒にわかりやすい授業をさらに研究・実践し、さらなる学力

向上を目ざす。 

 

 

 

 

   B 指標 

・年度末の生徒アンケートにおいて「学校の授業はわかりやすい」・「先生は教え

方をいろいろ工夫している」に対する肯定的な回答を９７％以上にする。 

 R4 90.5％    R5  93％ 

・年度末の保護者アンケート「子どもは、学習内を理解している」の項目につい

て肯定的な回答をする保護者の割合を７８％以上にする。R4 76％  R5 70％ 

取組内容３【施策５ 健やかな体の育成】 

 生徒自らが課題を発見し思考しながら判断し表現できるようにする。また、継

続して運動が行えるようにする 

 

 

 

 

   B 
指標 

・コロナ対策を取り入れながら年間計画をしっかり立て、水泳の授業やグループ

学習・行事等ができるようにする。 

・年度末の生徒アンケートにおいて「進んで運動をし、体力づくりをしている」

に対する肯定的な回答を８０％以上にする。     R4 73％    R5  79％ 

 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容１ 

・進路指導では、予定通り 2 回の進路説明会を開催した。当日はほぼ満席状態となり、保護

者各々のニーズに応える丁寧な説明会とすることができた。また３年生は、１１月に１回目

進路懇談を 

 

次年度への改善点 

・全市においても、本校においても新任教員在籍数が増加傾向である。子どもたちの学力体

力向上のため、それら新任教員の教科指導力を高めなければならない。現行の校内研究授業

（一人一回）を年間計画に沿って確実に遂行するとともに、大阪市教育センター所属スクー

ルアドバイザーの巡回指導を充実させ、教員各々が一人ひとりの子どもに応じた、きめ細か

な教科指導を行える力を身につける。 



- 9 - 

 

大阪市立阪南中学校 令和６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

     Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

 

年度目標 
達成 

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

○授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業

日の８０％にする。（ただし、事務局が定める学校行事ＩＣＴ活用が適さない日

数を除く） 

○1 日１回、生徒が学習者用端末を活用するようにする。 

 

○第２期「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教職員の勤務時間の上限

に関する基準２「１年間の時間外勤務時間が７２０時間を超えない(６０ｈ／

月)」「１か月の時間外勤務時間が４５時間を超える月を１年間に６月まで」「１

か月の時間外勤務時間が１００時間を超えない」「連続する複数月(２か月、３

か月、４か月、５か月、６か月)のそれぞれの期間について、時間外勤務時間の

１か月当たりの平均が８０時間を超えない」を満たす教職員の割合を２０％以

上にする。 

○教職員の働き方改革より、教員の時間外勤務時間が超過している教員の割合を

減らす。 

 

○年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を９０％以上にする。 

○ゆとりの日については、週１回以上設定する。学校閉庁日については、夏季休

業期間中は３日以上、冬季休業期間中は１日以上設定する。 

 

○年度末の校内調査における「読書に親しんでいますか」に対して、肯定的に回

答する生徒の割合を７０％以上にする。    R4  70％     R5  87％ 

○年度末の校内調査における「学校は保護者からの悩みや相談に誠実に対応して

くれますか」に対して、肯定的に回答する保護者の割合を９５％以上にする。 

                       R4  93％   R5  86％ 

○心の天気、相談機能などを活用することで、生徒の心の状態や日々の状況を可

視化し、いじめや不登校などの未然防止や早期発見など迅速な対応を行う。 

○年度末の校内調査における「読書に親しんでいますか」に対して、肯定的に回

答する生徒の割合を７０％以上にする。   R4 70％   R5  87％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を見る指標 
進捗 

状況 

取組内容１【施策６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の取組 】 

 一人一台端末の環境を生かし、デジタルドリルや協働学習支援ツールを活用し

子どもの可能性を引き出す学びの実現に向け取り組む 
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指標 

・いいとこ見つけ、心の天気、相談機能などを活用し、毎日学習者用端末を活用

する 

   B 

取組内容２【施策７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくりの取組】 

 教職員の働き方改革により、時間外勤務時間を減らす。 

 

 

   B 指標 

・教員の一人当たり平均時間外勤務時間を４０時間以内にする。 

               R4  45 時間 12 分   R５ 42 時間 21 分 

・1 か月の時間外勤務時間が１００時間を超えないようにする。 

・部活動に関しては、大阪市部活指針にのっとり、週当たり２日以上の休養日を

設け、時間外勤務時間を減らす。      

取組内容３【施策８ 生涯学習の支援の取組】 

 図書館司書、元気アップコーディネーターと協力し学校図書館の活性化をはか

り、子どもたちが主体的に、より身近に本に親しむ習慣を身につけさせる。 

 

 

 

   B 指標 

・学期中は、行事等がない限り図書館の開館を週３回は行う。 

・朝の読書週間日を年間２週間以上行う。 

取組内容４【施策９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の取組】 

 保護者との連絡を丁寧に行う。また、学校の情報公開を積極的に行い、防災訓

練や薬物乱用防止教室など、地域の方が学校の諸活動にも積極的に参加できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

   B 
指標 

・年度末の校内調査における「学校は保護者からの悩みや相談に誠実に対応して

くれますか」に対して、肯定的に回答する保護者の割合を９５％以上にする。 

                      R5  86％ 

・ホームページの活用により、保護者アンケートにおける「学校は情報公開をよ

く行っている」の項目について肯定的な回答をする保護者の割合を９６%以上に

する。                      R4 95％   R5  93％ 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容１ 

・学習者用一人一台端末は、文房具並みの学習用品となり、使用は日常化している。また、

科学的・多 

 

次年度への改善点 

・「心の天気」の入力率を１００％に近づける。生徒の心身状況を可視化し、科学的・多面的

な生徒理解に努め、いじめや不登校、人間関係トラブルの未然防止、早期発見につなげてい

く。生徒一人ひとりが、日々登校時に、学習者用端末をログインすることを習慣付け、一日

に渡って学習者用端末を学習活動に利用できるよう、教員の指導体制を整備する。 

・「大阪市立中学校における部活動指導員配置に関する実施要項」に沿い、部活動指導員派遣

部は、部活動指導員の単独指導・単独引率を目指す。それにより、顧問教諭のさらなる時間

外勤務時間の減少に努める。 

 


